
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～参考 第３２回定時株主総会 収集通知から～ 

区 分 人 数 報酬等の額 

取締役 １８名 ７１２百万円 

監査役  ５名  ９９百万円 

合 計 ２３名 ８１２百万円 

 ※取締役の報酬限度額は、２０１６年６月２３日開催の第２９回定時株主総会において年額９００百万円

以内と決議されています。また、取締役の報酬等の額には当事業年度の業績連動報酬として支給予定の１７

２百万円が含まれています。 
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 会社は１２日、新型コロナウイルスの感染拡大で業績が悪化していることを受け

て、５～７月の３か月間、役員報酬を１０％自主返納すると発表しました。 

 自主返納の対象は、深沢社長を含む常勤取締役と常勤執行役員の計５５人と、グル

ープ会社社長の４５人の計１００人です。 

 ＪＲ東日本の常勤役員は６月の業績連動報酬も大幅に減額される予定で、年収ベー

スで１５％程度の減収になる見込みとのことです。 

 また、社長は一般社員の夏季と年末の手当についても触れて「労働組合とのこれか

らの団体交渉になるが、毎年業績に基づいて決めており、なかなか厳しい数値にな

るのではないか」との見通しであることを述べています。 

 参考として、この招集通知から読み解くと、昨年度の取締役の一人当たりの平均報

酬等の額は、約３，９５０万円となります。年収ベースで１５％を返納するとしても、

差し引いて受け取る報酬等の額は、約３，３５０万円です。 

 社長がこのような会見をするからには、私たちも夏季手当を始めとして年収ベース

で１５％の賃金の減額が有り得るのでしょうか？みなさんの声を聞かせて下さい！ 
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